
    

 

平成 29年 2月 28日 学校だより No.10  児童数 ６０３名 家庭数 ４９５ 

 

考える力 

校長  長谷川  修 

 

  本年度も残すところあと１ヶ月となりました。大泉南小の子供たちは大きなインフルエンザの流行もなく

ここまで来ることができました。もちろんまだ油断はできませんが、子供たち一人一人が、少しでも自分の

健康を意識して生活できた結果ではないかと思います。そしてご家庭での子供たちの健康管理へのご協力が

あってのことだと思います。 

 さて、先日学校にプロの車椅子バスケットボールの選手である、篠田 匡世（しのだ まさつぐ）さんを

お迎えして子供たちに講演会と実演をしていただきました。 

 篠田さんは高校３年の卒業式の直前に事故で両足を失いますが、その後大学に進み、自分でできることを

考え、授業の中で工夫し、提案しながら単位を取り、体育の教師の免許を取得します。その後は企業で働き

ながら車椅子バスケットボールの練習を続けました。そして今は日本を代表する選手としてプロの選手にな

り、２０２０年の東京パラリンピックに日本代表として出場することを目指しています。 

 篠田さんの話には一切後ろ向きな内容はありませんでした。自分で何ができるかを考えて工夫して努力を

繰り返すことで、それまで苦手だったことが自分の一番得意なことになる話や、失敗を恥ずかしがらず、何

度もやってみることや、失敗しても周りの人が応援してくれることでやる気が出ることなど、子供たちに合

わせて分かりやすく話していただきました。 

私がそのお話の中で一番感じたところは「自分で考える」ということです。自分で何か行動を起こすとき

にはまず「自分で考えて」から行うことが大切だとおっしゃっていました。このことは７月に道徳授業地区

公開講座でご講演いただいた都立西高校の宮本校長先生のおっしゃった「自己決定力」と通じるものだと感

じました。子供たちに考えさせて決めさせていくこと。これは子供の人格形成において学校でも家庭でも大

切なことだと改めて思いました。 

本年度残りの１ヶ月子供たち一人一人にしっかりと考えさせ、じっくりと次の学年の準備をさせて４月に

備えようと思います。本年度本校の教育活動にご理解ご協力いただき誠にありがとうございました。 

 

  

    卒業する 6年生へ 

    いつでも、どんなときでも自分の胸に 

夢と希望をもって進んでほしい。 

君たちは自分の良さを認められる。 

人の良さも分かる。 

人に感謝をし、自分を信じて突き進め。 

     卒業おめでとう！ 



卒業生に向けて 

おくる言葉 
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一年生のお世話をしたり、困った時に

優しく声をかけてくれたりしましたね。

先輩の立派な姿を見て、一年生もこんな

に大きくなりました。ありがとうござい

ました。小学校での経験を糧に、さらに

自分を磨いていってください。 

 

一年生担任一同 

To the players 

of ohminami-e.s. 

 

Keep kicking  

and do your best 

until the final 

 whistle sounds  

the ending  

of the game. 

副校長より  

人との出会いは、財産です。 

「一期一会」を大切にしてく

ださいね。これからも、一緒

に泣いたり笑ったりできる仲

間とたくさん出会ってくださ

い。 

２年生担任一同 

              三大寺 早苗 
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自分のことを正しく知ってもらう

ことがこれからは大切です。本当はど

んなに相手を思いやる気持ちがあっ

ても、言葉の選び方も含めて伝え方、

行動がふさわしくないと相手には正

しく伝わりません。いろいろな経験を

しながら、身に付けていってくださ

い。前に前に進んでください！     

 

 

 

5 年生担任一同 

 

 

 

 

  無限大のエネルギーと、無限大

の可能性をもって、大きな挑戦を

続けてきた六年生たち。 

今まで、ありがとう。新たな一

歩を踏み出す君たちを、先生たち

は応援しています。 

 

 

 

 

６年生担任一同 
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安全指導

  ６年生を送る会 
 特別活動部  三浦 史恵  

 

  いよいよ３月を迎え、８日（水）には、これまで学校の代表として、行事や委員会活動、クラブ活動、ハッピーみなみ活

動などの様々場面で、力を発揮し、活躍してくれた６年生に感謝の気持ちをこめて、「６年生を送る会」が行われます。代

表委員会では、６年生への感謝とこれからの応援の気持ちを込めて「６年生を楽しませる会にしよう」というめあてを決め、

準備を進めています。５年生の代表委員が中心となり、役割を分担し、当日に向けて一生懸命準備をしています。また、会

では各学年が準備してきた出し物が披露されます。６年生に下級生からのたくさんの感謝の気持ちが届くといいですね。６

年生のみなさん、楽しみにしていてください。 

    

 ありがとう６年生！送別スポーツ大会                                                          

                            ５年担任  笹谷 紗羅  

 ２月１４日（火）の５・６校時に送別スポーツ大会を行いました。今回の行事はスポーツを通して５・６年生の交流を

深めながら、５年生はお世話になった６年生から最高学年のバトンを受け継ぐ意識を高めること、６年生は中学生に向け

てよい思い出づくりと、共に過ごした５年生への感謝の気持ちを育むことを目的としました。また、企画運営は５年生が

行いました。 

 今年は、各学年男女別チームでのドッジボールと、学年男女混合の４チームに分かれたリレーをしました。ドッジボー

ルでは６年生は最高学年として、力強いボールを投げたりとったりと迫力のある試合になりました。リレーでは、６年生

から受け継いだバトンをしっかりと握り走っていく５年生の姿が見えました。お互いに健闘し、笑顔あふれる素敵な大会

３月の生活目標 

          学校をきれいにしよう 

特別活動部 

５年担任 


